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令和７年６月２０日発行 

                           令和７年度の生徒数 1学年４０名 ２学年３８名 ３学年３７名 

川崎キャンパス 1学年３名  ２学年 ３名 3学年 ７名 

                                教職員数 本校 ６３名 川崎キャンパス ９名 事務職員 ６名  

                                            校長 関 和佳子 

岩沼の、目の覚めるような鮮やかな深緑の中、4月に入学した4０名の 1年生をはじめとする本校生徒 

115名は、のびのびと学校生活・寄宿舎生活を送っています。岩沼地域の皆さまには日頃から本校生徒を 

温かく見守り、支えていただいておりますことに、感謝申し上げます。 

                本学園は、生徒たちが卒業後一般企業に就職して職業的に自立し、社会に参加できる人材を育成するこ 

とを目指しております。そのため、毎日の学習では、国語や数学といった基本的な教科に加え、技術の習 

得と、働く姿勢を身に付けるために、工業、農業、家政、流通・サービスの４つの専門教科を体験的に学

んでいます。今年は５月８日の田植えの様子を、ｋｈｂと河北新報に取材していただきましたが、今後さらに、生徒たちが手がけた生産物

等を手に取っていただける機会を増やしてまいります。 

職場実習においても、地域の事業所の皆さまには貴重な実習の機会をいただいており感謝に堪えません。これからも本学園の生徒の活躍

を応援いただければと思います。 

 

 

                                        １学年主任 葛原 茂樹 

「蔵王の山の雲晴れて 緑の風が光っている 明るい笑顔をいつまでも 明日を目指して学び合う我 

ら岩沼高等学園生」 

上は岩沼高等学園の校歌ですが、周囲の自然豊かな風景とともに、本学園の生徒にこう育ってもらいた 

いという思いの詰まった歌詞であります。桜の花が満開になった4月8日、25期生40名が入学しまし 

たが、その後、山々の緑がどんどん濃くなっていくように、生徒はすくすく成長しており、風のような速 

さで６月には１回目の職場実習を迎えました。 

入学後、間もない学年集会のときに、私が生徒の皆さんに伝えたことは、最初の１年間で身に付けて 

ほしいのは「挨拶ができること」、そして、校歌のように「明るい笑顔」で 40名全員が学校生活を送っ 

てほしいということでした。いずれも、卒業後の職業的自立を目指すうえで大切なことです。生徒の皆 

さんには本学園を選んでよかったと思えるように、そして、学校が大好きだって言える愛校心を持てる 

学びを日々実感できるように取り組んでまいりたいと思います。自分や級友、保護者、地域に暮らす人 

々、そして、実習先でお世話になる職場の方々など、誰もが明るい笑顔で暮らせることが、この１年間の 

１番の願いです。 

 

 

                                         ２学年主任 久野 輝美 

 本校２４期生の２年目の学園生活がスタートしました。昨年の入学してきた時の様子と比べると、見た目だけではなく、１年間の学校

生活や寄宿舎生活を送った貫禄も見受けられ、大きな成長を感じます。今年度は、寄宿舎生から通学生になった生徒が多く、自宅から毎

日登校することで、体力や忍耐力が向上することを期待します。寄宿舎生については、後輩と関わることで、人間性を磨いていけること

を期待しています。 

 さて、５月14日から６月３日まで、３週間の職場実習が行われました。それぞれが新たな経験を 

積み重ね、一回り成長して戻ってきました。本校３年間における職場実習の半分の回数を終え、次回 

からは経験の拡大を図るねらいから、就労を掛けて臨んでいく実習にシフトしていきます。更に生徒 

個々の力を向上できるよう、自己の課題を意識して日々の学校生活を送れるように、学年一丸となっ 

て取り組んでいきたいと思います。 
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【２４期生の２年目がスタート！】 

のびのび育て！岩学生  

笑顔あふれる 25期生 

 



 

                                       3学年主任 浜中 真由美 

               今年の学年目標は「希望の実現～なりたい自分になる～」です。これは、一年生の時から少しずつ 

積み重ねてきたことがしっかりと実を結び、自分の希望を叶えて～なりたい自分になって～卒業して 

欲しいという願いをこめて設定したものです。なりたい自分になるためにはどうしたらよいかという 

ことで、卒業式を迎えるときにどんな自分になっていたいかを考えること、やるべきことはしっかり 

やること周囲の人達を大切にすること、一時の感情に流されないこと、そ 

して、最後の一年になるので学校生活を楽しむことも忘れないでほしいと 

話しています。5月には職場実習が始まり、一人一人が自分の夢に向かってそれぞれの職場で頑張っています。 

生徒達が笑顔でこの学校を巣立っていく日が迎えられるように３学年教員一同しっかりと支援していきたい 

と思いますので、どうぞよろしくお願い致します。 

 

                                         寮務主任 千葉 智子 

「ひとつ屋根の下」は寄宿舎の生活の様子をお伝えするために寄宿舎指導員の先生方が発行してい 

る寄宿舎だよりの名称です。今年度は１年生４０名、２年生３名、３年生５名の計４８名で「ひとつ 

屋根の下」での生活がスタートしました。 

寄宿舎では、集団生活を通して、基本的生活習慣の確立や社会性の向上を図ることを目標に生活し 

ています。一年生は初めてのことばかりで、とまどうことが多かったようですが、２、３年生の先輩 

方や寄宿舎指導員の先生方にやさしく、丁寧に教えていただいたおかげで、徐々に集団生活にも慣

れ、笑顔が見られることが多くなってきました。 

寄宿舎生は、学校周辺の清掃や除草を行う地域清掃や近隣のコミュニティーセンターで清掃活動などに 

取り組むボランティア活動にも取り組んでいます。地域の方々に温かく見守られながら、地域の一員とし 

ての自覚が養われてほしいと思っています。 

たくさんの方々に支えられながら、卒業後の社会参加、職業的自立に向け、様々なことに挑戦し、成長 

してほしいと願っています。 

 

                                        生徒会担当 若林 利弥 
            ４月１０日（木）に対面式を実施しました。岩沼高等学園にはどんな行事があるのか、どんな部活動がある 

のかを、２，３年生が１年生に紹介しました。部活動紹介では、各部活動の特色を生かした発表を行い、１年 

生にしっかりと各部の良い所をアピールすることができました。１年生はこれからの学校生活のイメージを 

持つことができたようでした。 

 ５月９日（金）に生徒総会を実施しました。生徒会や委員会、部活動の活動内容や予算について協議しまし 

た。今年度は、生徒会長より生徒会規約の改正についての提案がありました。生徒会として学校生活をより良くしたい思いを全校生徒へ伝

え、改正を行うことができました。議長を務めた３年生は緊張している様子でしたが、スムーズに議事を進めることができました。また、

議案書を見ながら真剣に話を聞く姿が見られ、充実した生徒総会となりました。 

 

                                          防災担当 岡部  彩子 

本校では防災教育の一環として、大雨土砂災害や地震、火事、不審者対応などの避難訓練を、１年を通して 

４回実施しております。今年度、最初の避難訓練は、「大雨・土砂災害」を想定した訓練で、４月１８日に実 

施しました。本校は、西側に千貫山丘陵があり、岩沼市のハザードマップによると、敷地の一部が土砂災害警 

戒区域となっています。１年生は、本校での初めての避難訓練でしたが、事前学習では、避難時の心得「おは 

しも」の確認や避難経路、避難場所の確認をしっかりと確認することができま 

した。どの学年の生徒の皆さんも実際に避難する際には、真剣に先生方の指示を聞き、避難場所まで落ち着 

いて行動することができました。避難を終えた後には、土砂災害の動画を視聴し、水害から身を守る行動や 

避難における「５段階の警戒レベル」などについて学びました。 

次回は、夏休み明けに学校敷地内に不審者が侵入したことを想定して避難訓練を行う予定です。 

 

 

  

7月 22日（火）～8月 24日（日）夏季休業日 

7月 24日（木）  オープンキャンパス（中３対象） 

11月 15日（土）  学園祭一般公開日 

 

 

これからの主な行事

ひとつ屋根の下 

～希望の実現～なりたい自分になる～ 

対面式・生徒総会 

大雨・土砂災害避難訓練  


